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　利用者の方たちと併設しているこども
園の子どもたちが交流する様子を取材し
ました。
（金沢星稜大学の学生たちによる

リトミック教室の様子）

あわら市    坂井市          計

（人）

（　）内は前年同月比（平成31年3月末現在）
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編
集
後
記

　

今
回
の
表
紙
は
「
あ
わ
ら
聖
徳
園
」
と
併
設
す
る
「
あ
わ
ら

敬
愛
こ
ど
も
園
」
の
様
子
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利

用
者
の
方
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ふ
れ
あ
う

機
会
が
多
い
の
か
、
本
当
の
祖
父
母
と
孫
の
よ
う
に
仲
が
良
く
、

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
た
ち
も
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

（
Y
U
）

交
通
事
故
（
第
三
者
行
為
）
に
よ
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
つ
い
て

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
人
は
、交
通
事
故
な
ど

の
第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
怪
我
を
し
た
場
合
で
も
、

被
保
険
者
証
を
使
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
っ

た
費
用
は
加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

当
広
域
連
合
が
一
時
的
に
立
て
替
え
た
あ
と
で
加

害
者
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

支
払
っ
た
介
護
給
付
が
第
三
者
行
為
に
よ
る
も

の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、広
域
連
合

（
保
険
者
）
に
届
け
出
る
こ
と
が
法
令
に
よ
っ
て

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
よ
り
要
介
護
等
状
態
に
な
っ
た

場
合
や
、状
態
が
悪
化
し
た
場
合
は
、広
域
連
合
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
課　

☎
９
１
ー
３
３
０
９

認定者
5,850人

要支援１
9.7%
要支援１
9.7%

要支援2
8.1%
要支援2
8.1%

要介護1
26.9%
要介護1
26.9%

要介護2
15.2%
要介護2
15.2%

要介護3
12.6%
要介護3
12.6%

要介護4
17.3%
要介護4
17.3%

要介護5
10.2%
要介護5
10.2%

坂
井
地
区
広
域
連
合
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

職
務
内
容 

一
般
事
務

受
験
資
格 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

 

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で

 

に
生
ま
れ
た
人

採
用
予
定 

１
人

受
付
期
間 

10 
月
21
日（
月
）〜

 

　
　
　

11
月
６
日（
水
）

一
次
試
験 

11 
月
17 
日（
日
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
電
話
で
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

　

総
務
課　

☎
７
２
ー
３
３
０
５

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

計

147（+24）

129（+12）

418（  －1）

231（  +7）

194（－14）

279（+28）

165（  －7）

1,563（+49）

424（+46）

343（－12）

1,155（+17）

659（+27）

542（+13）

734（+10）

430（－19）

4,287（+82）

571（+70）

472（    0）

1,573（+16）

890（+34）

736（  －1）

1,013（+38）

595（－26）

5,850（+131）
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平
成
30
年
度

　

平
成
30
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
お
よ
び
介
護

保
険
特
別
会
計
な
ら
び
に
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

※

１　

金
額
は
原
則
千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　

※

２　

比
率
は
小
数
点
第
２
位
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

一 
般 
会 

計　

介
護
保
険
特
別
会
計

代
官
山
墓
地
特
別
会
計

会
計
決
算
報
告

　

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
億
３
，
２
６
２
万

円
（
対
前
年
比
６.
８
％
増
）、
歳
出
総
額
２
億
２
，
５
６
３
万

４
千
円
（
対
前
年
比
５.
６
％
増
）
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
６
９
８
万
６
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。　歳

入　

総
額
２
億
３
，
２
６
２
万
円

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
構
成
市
（
あ
わ
ら
市
・
坂
井
市
）
か

ら
の
負
担
金
１
億
９
，９
３
５
万
円
、
次
に
葬
斎
場
や
霊
柩
車
、

廃
棄
物
処
理
施
設
の
使
用
料
及
び
手
数
料
１
，
８
６
０
万
４
千

円
で
す
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
96.

9
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
出　

総
額
２
億
２
，
５
６
３
万
４
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
４
，
３

３
４
万
１
千
円
で
、
広
域
連
合
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
お
よ
び

広
域
連
合
職
員
の
給
与
で
す
。

　

物
件
費
は
１
億
６
，
０
０
８
万
８
千
円
で
主
な
も
の
は
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
使
用
料
２
０
１
万
１
千
円
、
代
官
山
斎
苑
指
定

管
理
者
委
託
料
３
，
９
２
０
万
円
、
し
尿
処
理
維
持
管
理
・
運
営

委
託
料
８
，
８
３
４
万
１
千
円
、
し
尿
等
収
集
運
搬
体
制
計
画

案
作
成
業
務
委
託
料
５
７
２
万
４
千
円
、
一
般
廃
棄
物
処
理

委
託
料
３
２
８
万
５
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
補
修
費
は
９
４
０
万
２
千
円
で
主
な
も
の
は
、
代
官
山

斎
苑
の
火
炉
台
車
耐
火
物
取
替
等
工
事
９
０
７
万
２
千
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
費
等
は
１
５
０
万
４
千
円
で
主
な
も
の
は
、

環
境
保
全
・
維
持
管
理
負
担
金
78
万
円
な
ど
で
す
。

　

積
立
金
は
、
１
６
１
万
円
で
、
霊
柩
車
購
入
基
金
積
立
金

な
ど
で
す
。

歳
出　

総
額
１
１
２
億
２
，
９
３
３
万
４
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
１
億
１
，

３
４
５
万
９
千
円
で
、
介
護
認
定
審
査
会
委
員
報
酬
お
よ
び

広
域
連
合
職
員
の
給
与
な
ど
で
す
。

　

物
件
費
は
５
億
１
，
２
３
１
万
６
千
円
で
構
成
市
へ
の
地
域

支
援
事
業
費
４
億
１
，
２
２
１
万
２
千
円
お
よ
び
主
治
医
意
見

書
記
入
手
数
料
２
，１
１
１
万
５
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
助
費
は
居
宅
お
よ
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

給
付
費
と
し
て
１
０
３
億
６
，
２
２
３
万
１
千
円
で
決
算
総
額

の
92.

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
１
億
４
，
５
０
３
万
２
千
円
は
前
年
度
保
険
給
付

費
精
算
に
よ
る
国
、
県
等
へ
の
精
算
返
還
金
な
ど
で
す
。

　

積
立
金
は
、
９
，
６
２
５
万
円
で
、
介
護
保
険
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
金
７
，
３
９
０
万
６
千
円
お
よ
び
介
護
福
祉

推
進
基
金
へ
の
積
立
金
２
，
２
３
４
万
４
千
円
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
３
３
９
万
３
千
円
（
対
前
年
比
10.

3
％

減
）
で
、
歳
出
総
額
３
２
４
万
３
千
円
で
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
15
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
墓

地
使
用
料
お
よ
び
維
持
費
81

万
２
千
円
、
繰
入
金
１
３
４

万
２
千
円
、
前
年
度
繰
越
金

１
２
２
万
９
千
円
な
ど
で
す
。

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主

財
源
の
割
合
は
1
0
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 　

歳
出
の
主
な
も
の
を
性
質

別
に
み
る
と
、
消
費
的
経
費

は
物
件
費
の
２
０
０
万
３
千

円
で
決
算
総
額
の
61.

8
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
の
主
な
も
の
で
は
、

指
定
管
理
者
委
託
料
２
０
０

万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
積
立
金
は
１
２
４

万
円
で
、
決
算
総
額
の
38.

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１
１
３
億
４
，
２
９

０
万
８
千
円
（
対
前
年
比
1.
４
％
増
）、
歳
出
総
額
１
１
２
億

２
，
９
３
３
万
４
千
円
（
対
前
年
比
３.
３
％
増
）
で
、
歳
入

総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
１
億
１
，
３
５

７
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入　

総
額
１
１
３
億
４
，
２
９
０
万
８
千
円

　

歳
入
を
性
質
別
に
み
る
と
、
自
主
財
源
は
44
億
３
，
７
０
３

万
６
千
円
で
、
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
39.

1
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
も
の
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）
の

介
護
保
険
料
25
億
９
，
０
０
６
万
６
千
円
、
保
険
給
付
費
や

要
介
護
認
定
事
務
な
ど
の
構
成
市
負
担
金
14
億
７
，
０
０
６
万

８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
は
69
億
５
８
７
万
２
千
円
で
歳
入
総
額
に

占
め
る
割
合
は
60.

9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、保
険
給
付
費
等
に
か
か
る
国
庫
支
出
金
25
億
７
，

３
２
７
万
１
千
円
、
県
支
出
金
15
億
１
，
９
３
１
万
３
千
円
、
支

払
基
金
交
付
金（
第
２
号
被
保
険
者（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
）

の
介
護
保
険
料
）
28
億
１
，３
２
８
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成30年度　保険給付費の財源内訳　保険給付費１０２億５８４万６千円

公費  50％

国庫負担金
18億5,447万5千円

県負担金
14億

5,782万円

構成市負担金
12億

7,396万円

支払基金交付金
27億5,175万3千円

（第2号被保険者保険料）

保険料　50％

国庫負担金（調整交付金）
4億2,391万9千円

低所得者保険料軽減負担金 959万円8千円

介護給付費に係る返納金等
1,444万8千円

第１号被保険者保険料
24億1,987万3千円

介護保険は、介護が必要な方を社会全体で支え合い、介護サービスに要する費用の半分（50％）を公費（国・県・市町村）で負担し、

残りの28％を40歳から64歳までの方が、22％を65歳以上の方が保険料として負担する仕組みです。

歳
入　

総
額
３
３
９
万
３
千
円

歳
出　

総
額
３
２
４
万
３
千
円

歳入総額
2億

3,262万円

自主財源 96.9％

依存財源　
3.1％

分担金及び負担金
1億9,935万円
（85.7％）

使用料及び
手数料
1,860万4千円
（8.0％）

財産収入
282万8千円
（1.2％）

繰越金
416万円
（1.8％）

諸収入
48万5千円（0.2％）
国庫支出金
479万5千円（2.1％）

県支出金
239万8千円（1.0％）

歳出総額
2億

2,563万4千円

人件費
4,334万1千円
（19.2％）

維持補修費　940万2千円（4.2％）

補助費等　　150万4千円（0.7％）

積立金　　　161万円（0.7％）

操出金　　　968万9千円（4.3％）

物件費
1億6,008万8千円
（70.9％）

歳入総額
113億

4,290万8千円

自
主
財
源　

39.1
％

依
存
財
源　

60.9
％

保険料
25億9,006万6千円
（22.8％）

支払基金交付金
28億1,328万8千円
（24.8％）

県支出金
15億1,931万3千円
（13.4％）

分担金及び負担金
14億7,006万8千円
（13.0％）

使用料及び手数料　22万1千円（0.0％）
財産収入　6万7千円（0.0％）

繰入金　3,103万5千円（0.3%）
繰越金　3億2,050万3千円（2.8％）
諸収入　2,507万6千円（0.2％）

国庫支出金
25億7,327万1千円
（22.7％）

国庫支出金
25億7,327万1千円
（22.7％）

歳出総額
112億

2,933万4千円

繰出金
4万6千円（0.0%）

積立金
9,625万円（0.9％）

扶助費
103億6,223万1千円
（92.2％）

物件費
5億1,231万6千円
（4.6％）

人件費
1億1,345万9千円（1.0％）

補助費等
1億4,503万2千円
（1.3％）

歳入総額
339万3千円

自主財源　100％

繰越金
122万9千円
（36.2％）

繰入金
134万2千円
（39.6%）

使用料及び手数料
81万2千円
（23.9％）

財産収入
1万円
（0.3％）

歳出総額
324万3千円

物件費
200万3千円
（61.8％）

積立金
124万円
（38.2％）

23



利
用
者
負
担
額
の
変
更
に
伴
い
、

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度
額
も

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

左
記
の
利
用
限
度
額
は

令
和
元
年
10
月
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介護保険サービス
利用者負担額変更のお知らせのののののののののののののののののおおおお知知らららららららららせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知らららららららららららせせせせせせせせせせせ

介護保険サービス
利用者負担額変更のお知らせ

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
10
％
へ
の

変
更
に
伴
い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
額
も
変
更
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
事
業
者
の
負
担

増
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
同
時
に
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
限
度
額
等
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

要
介
護
度
ご
と
に
１
カ
月
に
１
〜
３
割
の
自

己
負
担
で
利
用
で
き
る
金
額
に
上
限(

限
度
額)

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
表
）。
限
度
額
を
超

え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
分
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
利
用
者
負
担
額
変
更
に
伴

い
、サ
ー
ビ
ス
の
支
給
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

実際の収入ではなく、地方税法で定められた「合計所得金額（事業所得、給与所得、雑所得（公的年
金等）などの合計額で、扶養控除などの控除額を引く前の金額）」から「長期譲渡所得・短期譲渡所
得の特別控除額」を控除した所得のことです。

令和元年
10月より

坂井地区の介護保険
サービスにかかる費用

約330億円

65歳以上の人の
負担割合

23％

坂井地区の
65歳以上の人数（3年間）

約10万5千人

基準額
（年額）

72,000円× ÷ ＝

令和元年度の介護保険料

令和元年10月から消費税率が10％に引き上げられます。それに伴い、公費によって、第一号被保険者（65歳
以上の方）で住民税非課税世帯（保険料所得段階第１～３段階）の方の本年度の介護保険料が軽減されました。

保険料は、この基準額をもとに、本人の所得や世帯の市民税の課税状況に応じて決定します。

65歳以上の方の保険料は、坂井地区の介護サービス費用が
まかなえるように算出された「基準額」をもとに決まります。

65歳以上で住民税非課税世帯の方の
介護保険料が軽減されました

消費税増
税

          に伴
い

サービス
の提供

■ 

特
定
福
祉
用
具
購
入

　
（
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
）

　

利
用
限
度
額　

10
万
円

　
（
毎
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
）

■ 

居
宅
介
護
住
宅
改
修

　
（
介
護
予
防
住
宅
改
修
）

　

利
用
限
度
額　

20
万
円

　
（
原
則
１
回
限
り
）

要介護度

事業対象者

要支援１

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

支給限度額    自己負担(1割)  自己負担(2割)   自己負担(3割)

5万  320円

5万  320円

10万5,310円

16万7,650円

19万7,050円

27万  480円

30万9,380円

36万2,170円

5,032円

5,032円

1万  531円

1万6,765円

1万9,705円

2万7,048円

3万  938円

3万6,217円

1万    64円

1万    64円

2万1,062円

3万3,530円

3万9,410円

5万4,096円

6万1,876円

7万2,434円

1万5,096円

1万5,096円

3万1,593円

5万  295円

5万9,115円

8万1,144円

9万2,814円

10万8,651円

サービスの支給限度額（1カ月）のめやす

※所得金額

対象となる方 調整率
保険料

（上段 年額）
（下段 月額）

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

基準額×0.375

基準額×0.575

基準額×0.725

基準額×0.90

基準額×1.00

基準額×1.10

基準額×1.20

基準額×1.30

基準額×1.50

基準額×1.70

基準額×1.80

基準額×2.00

27,000円
2,250円

41,400円
3,450円

52,200円
4,350円

64,800円
5,400円

72,000円
6,000円

79,200円
6,600円

86,400円
7,200円

93,600円
7,800円

108,000円
9,000円

122,400円
10,200円

129,600円
10,800円

144,000円
12,000円

本人の所得金額（※）と課税年金収入
額の合計が年間 80万円以下の人

本人の所得金額と課税年金収入額の
合計が年間 120万円以下の人

上記に該当しない人

本人の所得金額と課税年金収入額の
合計が年間 80万円以下の人

上記に該当しない人

80万円未満の人

80万円以上 120万円未満の人

120万円以上 200万円未満の人

200万円以上 300万円未満の人

300万円以上 400万円未満の人

400万円以上 800万円未満の人

800万円以上の人

同じ世帯に
いる方全員が
市民税非課税

同じ世帯に
市民税課税者が
いる方

本人の
所得金額が

・生活保護受給者
・市民税非課税世帯かつ
  老齢福祉年金受給者

本
人
が
市
民
税
非
課
税

本
人
が
市
民
税
課
税

介護サービス事業者

利用者

事業運営に必要な備品等

消費税率 8% → 10%

介護保険サービスの
利用者負担額

（介護報酬）の変更

利用者負担
１～３割

ス

実質的な負担が
生じないように
するため
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よ
し 

か
わ　

    

さ
だ 

あ
き

   

に   

ざ　

    

か
ず   

み

や
ま  

だ　

      

ひ
で 

き

 

む
ろ 

た
に 

よ
う
い
ち
ろ
う

 
さ  

と
う　

    

か
ん  

じ

代
官
山
斎
苑
で

  

小
さ
な
お
葬
式
が
で
き
ま
す

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

〜
家
族
や
親
し
い
友
人
で
温
か
く
見
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
お
葬
式
の
形
〜

葬儀の種類

直葬の場合

お通夜・葬儀を行う場合

  79,000円～

153,000円～

料金（税別） 料金に含まれている主なもの

利用料金

問い合わせ先　代官山斎苑 ☎0776-81-9777
代
官
山
墓
地
使
用
者
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す

使
用
許
可
の
要
件

１ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
お
住
ま
い
の
人

２ 

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
三
国
町
の
い
ず

れ
か
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
の
あ
る
人

使
用
料
と
維
持
費

使
用
者
お
よ
び
住
所
な
ど
の
変
更

　

墓
地
の
使
用
者
名
や
住
所
な
ど
に
変

更
が
あ
る
と
き
、
墓
地
の
使
用
許
可
証

を
紛
失
し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
込
先

総
務
課　

衛
生
係

　
　

☎
９
１
ー

３
３
０
８

※

使
用
許
可
の
要
件
２

に
該
当
す
る
人
は
、

こ
の
使
用
料
、
維
持

費
が
上
記
の
２
割

増
と
な
り
ま
す
。

※

使
用
料
は
、
永
代
使

用
料
で
す
。

※

維
持
費
に
つ
い
て

は
、
永
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。条
例
な
ど

の
変
更
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

32区画

54区画

令和元年8月31日現在

区画区分　    使 用 料  　 維 持 費 　残区画数

6.0㎡
（2ｍ×3ｍ）

4.0㎡
（2ｍ×2ｍ） 172,000円

228,000円

31,000円

37,000円

◀待合室 洋室（イメージ）
　お通夜や葬儀を行えます。

待合室　和室▶
お通夜の宿泊や収骨を待つ間
の食事の場として利用できます。
また、法要などにも利用できます。

　

代
官
山
斎
苑
を
小
さ
な
お
葬
式
（
家
族
葬
な

ど
）
や
直
葬
の
会
場
と
し
て
、
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
葬
儀
社
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
、坂
井
地
区
広
域
連

合
議
会
７
月
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、議
員
皆
様
の
ご
推
挙
に

よ
り
、議
長
の
要
職
に
就
か
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
広
域
連
合
は
介
護
保
険
事
業
、環
境
事
業
、代

官
山
斎
苑
墓
地
事
業
な
ど
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ど
れ
を
取
り
ま
し
て
も
、あ
わ
ら
・
坂
井
両
市

の
市
民
生
活
に
密
着
し
た
も
の
ば
か
り
で
す
。特
に
、

平
均
寿
命
の
延
伸
、少
子
化
の
進
行
に
伴
う
高
齢
化

が
進
展
す
る
な
か
で
は
、介
護
保
険
事
業
は
必
要
不

可
欠
な
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。団
塊
の
世
代
が

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
は
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
、医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
で
き
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、理
事
者

と
議
会
が
一
体
と
な
り
、市
民
の
声
を
十
分
に
反
映

し
、協
力
し
合
い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

議
長
と
し
て
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
認
識
し
、

あ
わ
ら
・
坂
井
両
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
さ
ら
な
る

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、議
長
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

棺・納棺料、祭壇料、式場使用料、
火葬料など
（直葬の場合、祭壇料は含まれていません）

〇上記金額は最低価格を表示しています。なお、式の内容により料金が変わる場合があります。
〇上記金額には僧侶や食事および寝具などの料金は含まれていません。
〇料金や式の内容などの詳しいことはお気軽にお問い合わせください。

第63回
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　

第
63
回
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
７
月
24
日（
水
）に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、４
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
ら
市
の
組
織
替
え
に
伴
う
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、議
長
に
卯
目
ひ
ろ
み
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

上
程
議
案

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　

４
件

第64回
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　

第
64
回
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
８
月
28
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
６
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、次
の
通
り
、１
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

広
域
連
合
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
敬
称
略  

◎
議
長
、〇
副
議
長
）

◯
田
中
千
賀
子

　

山
田　

秀
樹

　

渡
辺　

竜
彦

　

南
川　

直
人

　

戸
板　
　

進

　

吉
川　

貞
明

　

佐
藤　

寛
治

　

東
野　

栄
治

　

川
畑　

孝
治

　

永
井　

純
一

　

畑
野
麻
美
子

坂
井
市
議
員（
11
名
）

 

た  

な
か  

ち   

か   

こ

や
ま  

だ　

      

ひ
で 

き

わ
た 

な
べ　

    

た
つ 

ひ
こ

み
な
み
か
わ　

   

な
お 

と

 

と  
い
た　

         

す
す
む

よ
し 

か
わ　

    
さ
だ 

あ
き

 

さ  

と
う　

    

か
ん  

じ

ひ
が
し
の　

     

え
い  

じ

か
わ 

ば
た　

    

た
か
は
る

な
が  

い　

   

じ
ゅ
ん
い
ち

は
た  

の　

 

ま   

み   

こ

議
会
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略 

◎
委
員
長
、

        

〇
副
委
員
長
）

◎
吉
川　

貞
明

（
坂
井
市
）

◯
仁
佐　

一
三

（
あ
わ
ら
市
）

　

山
田　

秀
樹

（
坂
井
市
）

　

室
谷
陽
一
郎

（
あ
わ
ら
市
）

　

佐
藤　

寛
治

（
坂
井
市
）

あ
わ
ら
市
議
員（
７
名
）

◎
卯
目
ひ
ろ
み

　

堀
田
あ
け
み

　

室
谷
陽
一
郎

　

仁
佐　

一
三

　

毛
利　

純
雄

　

山
川
知
一
郎

　

北
島　
　

登

  
う   

め
 

ほ
り  
た

 

む
ろ 

た
に 

よ
う
い
ち
ろ
う

   

に   

ざ　

    

か
ず   

み

 

も
う  

り　

     

す
み  

お

 

や
ま 

か
わ
と
も
い
ち
ろ
う

 

き
た 

じ
ま        　

の
ぼ
る

議
長　

卯
目　

ひ
ろ
み

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

             
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
す
く
す
く
さ
か
い（
汚
泥
発
酵
肥
料
）を

　

販
売
し
て
い
ま
す
。

・
販
売
価
格

 

１
袋
税
込
１
０
０
円

 

内
容
量
15
㎏

 

（
１
人
５
袋
ま
で
）

・
配
布
日
時

 

毎
週
火
曜
日
、木
曜
日

 

９
時
〜
12
時

・
申
込
方
法

 

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の

 

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先

 

さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

坂
井
市
坂
井
町
今
井
一
ー

一

 

☎
７
２
ー
２
２
０
０

肥料の成分状況
（令和元年 5 月 22 日分析）

※窒素、リン、炭素窒素比の基準は
　あくまでも目安です。

成　　　分

窒　　　素

リ　　　ン

カリウム

窒素炭素比

基　準　値

３.３％

４.７％

０.５％未満

５

測　定　値

４.２％

３.２％

０.１７％

５.５

上
程
議
案

●
平
成
30
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

●
令
和
元
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
令
和
元
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

●
令
和
元
年
度
坂
井
地
区
広
域
連
合
代
官
山
墓
地
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

一
般
質
問

♦
畑
野　

麻
美
子 

議
員
♦

　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
取
り
組
み
や
実
現
に
む
け
て

① 

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目
標
は

達
成
で
き
る
の
か
。そ
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
方
向
性
は
。

② 

介
護
現
場
で
の
高
齢
者
の
就
業
に
向
け
て
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

③ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
含
む
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、構
成
市
と
と
も
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　

 

広
域
連
合
長

①　

概
ね
目
途
が
立
っ
て
い
る
。目
途
が
立
っ
て
い
な
い
部
分
に
関
し
て
は
、独
自

報
酬
加
算
の
導
入
や
介
護
人
材
の
確
保
に
取
り
組
み
、周
知
や
事
業
参
入
の

呼
び
か
け
を
行
っ
た
う
え
で
再
度
公
募
を
実
施
し
た
い
。

②　

当
地
区
の
介
護
現
場
で
も
多
く
の
高
齢
の
方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
も
の

と
推
察
す
る
。今
後
に
つ
い
て
は
介
護
の
仕
事
入
門
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
介

護
の
仕
事
へ
の
不
安
の
払
拭
に
努
め
な
が
ら
よ
り
多
く
の
高
齢
の
方
々
に
介

護
の
現
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
介
護
の
仕
事
へ
の
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③　

介
護
保
険
の
保
険
者
で
あ
る
立
場
か
ら
、高
齢
者
等
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
担
う
一
員
と
し
て
介
護
に
携
わ
る
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
な
ど
、地
域

の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
ち
、お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域

共
生
型
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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